平成15年11月18日

記 者 各 位

出光石油化学株式会社

平成１５年度 中間決算について

平成１５年度中間決算が確定しましたのでお知らせ致します。

1． 決算の概要

原料ナフサはイラク戦争の影響を受け４～５月に高騰した後、やや下落したものの高水準で推移しました。石化製品の海外市場はＳＡＲＳ問題から前半は荷動きが低調でしたが、後半は底堅い中国向けを中心に数量・価格とも堅調に推移致しました。国内市況は全般的にナフサ価格の上昇に対応して底上げされました。

このような状況下、我が社は ナフサ輸送の大型ロット化、人員のスリム化 及び有利子負債の圧縮など 引き続きコスト低減に努めました。また、「徳山エチレン合理化・能力増強（１５年１月完工）」などの事業構造改善を実行し、その効果が上がりつつあります。

ポリスチレンの構造改善費用等を特別損失に計上しましたが、増収増益となりました。

2． 連結決算の概要

連結子会社数 １４社、持分法適用会社数 ７社 を含んでいます。

                                                                  （単位：百万円）

項   目
平成1４年度

中間期
平成1５年度

中間期
前年度同期

対 比



売   上   高
２０３,５０９
２２６,０６８
２２，５５９



営 業  利 益
３，８２０
６，９３０
３，１１０



経 常  利 益
９０
３，７５８
３，６６８



特 別  損 益
▲３４２
▲ ２，５６６
▲２，２２４



税引前当期純利益
▲２５０
１，１９１
１，４４１



法人税等及び調整額
 ５３４
５００
   ▲３４



少数株主利益
▲５２７
 １５２
６７９



当期  純利益
▲２５８
５３７
７９５



3． 連結決算の要旨

1） 当期の売上高は ２,２６１億円となりました。

2） 当期の営業利益は ６９億円、経常利益は ３８億円となりました。

当期はナフサが前年同期比２,８００円／ＫＬ（２０,６００→２３,４００）高騰し、製品市況も上昇したものの、交易条件は 約２０億円悪化しました。しかし、昨年度に実施したエチレン装置の能力増強と 今年度 定期修理が無かったこと等による 数量要因が、約２０億円のプラス効果となりました。更にコスト低減効果が約４０億円あり、経常利益は前年同期比約４０億円の増益となりました。

3） 当期純利益は ５億円となりました。

特別損失には、退職給付債務償却費、ポリスチレン構造改善費用、加工製品の熱成形事業撤退費用等を計上しました。

4． 単体決算の概要                     （単位：百万円）                                   
項   目
平成1５年度

中間期

売   上   高
１９３,３２２

営 業  利 益
５，７４９

経 常  利 益
３，１１９

特 別  損 益
▲２，３０６

税引前当期利益
８１４

法人税等及び調整額
３６２

当期  純利益
４５１

5． 平成１５年度の見通し                                   （単位：億円）      

項   目
連     結
単     体

売   上   高
４,６００
３,９００

営 業  利 益
２００
１７０

経 常  利 益
１２５
１００

1） 連結営業利益は、期初の見込通り２００億円。

2） 原料ナフサ価格が上昇基調にある中、製品の価格是正や製造コスト削減・物流合理化ならびに経費削減等のコスト低減に引き続き取り組み、当初通りの利益を確保するよう努めて参ります。

以  上
